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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
 日本動脈硬化学会は、動脈硬化予防を目的とした医療を行う上での指針として、ガイドラインと診療
ガイドの改訂を 5年ごとに行っている。2022 年に動脈硬化性疾患予防ガイドライン、2023 年にガイド
ラインの診療の項目を中心に記載している診療ガイドを発行した。また、2022 年に小児と成人の家族
性高コレステロール血症の 2つのガイドラインの改訂版を発行した。 

ｂ.当該領域における国際的な役割 
日本動脈硬化学会は、国際的に高く評価されており、国際動脈硬化学会(ISA)、および Asian-Pacific 

Society of Atherosclerosis and Vascular Diseases (APSAVD)において、中心的な役割を果たしている。
国際交流にも力を注いでおり、毎年、海外からの演者を招聘した講演会を開催し、海外からの参加者も
多い。Familial Hypercholesterolemia (FH) Summit Japan は、家族性高コレステロール血症をテーマと
して、2024 年 7 月 5 日に神戸、2023 年 7 月 7 日に宇都宮にて開催した。欧州動脈硬化学会（EAS）か
らの要請により、Lipid Clinic Network EAS Local webinar focused on Lp(a) consensus と題したWEB
講演会を 2024 年 2 月 20 日に開催した。日本動脈硬化学会と韓国の学会との合同シンポジウムである
KSoLA-JAS FH Joint Symposiumが、2024 年 7月 7日に神戸、9月 28 日にソウル、2023 年 7月 9日
に宇都宮、9月 16日にソウル、2022 年 7月 23日に久留米、9月 16日にソウルで開催された。また、
APSAVD-IAS-JAS Joint Symposium を 2024 年 7月 7日に神戸、2023 年 7月 9日に宇都宮、2022 年 7
月 24 日に久留米で開催した。日中動脈硬化シンポを 2024 年 7月 22 日に中国の貴州、2023 年 7 月 10
日に日光に開催した。 

ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

日本動脈硬化学会が発行しているガイドラインは、絶対評価に基づく冠動脈疾患の一次予防、二次予
防の管理目標値を提示することから、動脈硬化の専門家だけではなく非専門医や実地医家にとっても
動脈硬化性疾患を予防する上での指針となっている。ガイドラインは、最新のエビデンスを基に、5 年
毎に改訂を行っている。さらに、一般市民への脂質異常症や動脈硬化性疾患の啓発を目的として、市民
公開講座の開催、動脈硬化性疾患発症予測ツールのアプリ版とWEB 版を用意している。また、国民の
健康を守るために、2024 年に「コレステロール」、「飽和脂肪酸」、「トランス脂肪酸」の栄養成分表示
義務化を自見はなこ内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全）に陳情した。 
 
 
 
 



ｄ.学会運営上留意している点 

動脈硬化学は、脂質代謝、糖代謝、循環器、病理学、薬学、栄養学、運動と多彩な専門領域を背景にも
つ臨床領域から分子生物、ゲノム、免疫、数理科学、公衆衛生などの基礎領域までの専門家が学際的に
連携している特徴がある。領域横断を重視した学会運営を行うようにしている。 従来より若手医師の
リクルートとリサーチマインドの涵養に腐心している。 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 
日本動脈硬化学会は、動脈硬化性疾患 (ASCVD) 予防および治療を目標とし、メタボリックシンド

ローム・脂質異常症に対して日本食パターンを基にした生活習慣改善の周知普及と脳心血管病予防に
関するリスク管理チャートの改訂と発行後の周知普及の 2つの TEAM事業に参画している。その他に
禁煙推進学術ネットワーク、「領域横断的な肥満症対策の推進に向けたワーキンググループ」活動にも
協力している。また、日本人間ドック学会と共催シンポジウムを 2023 年 9 月 2日に高崎にて開催して
いる。その他に、日本産科婦人科学会との合同シンポジウムを 2024 年 5 月 22 日に WEB と現地のハ
イブリッドにて開催している。日本肝臓病学会との合同シンポジウムも 2024年 7 月 7 日に神戸、2023
年 7月 8 日に宇都宮、2022 年 7 月 23 日に久留米で開催した。 

 


